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産
業
、
雇
用
が
創
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

東
北
地
方
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
同
様
の
問
題
が
発

生
す
る
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
水
産
業
、
水
産
加
工
業
等
、

被
災
地
の
産
業
は
停
滞
状
況
に
あ
っ
た
。
単
に
過
去
の

状
況
を
復
旧
し
、
新
し
い
産
業
創
造
が
実
現
し
な
け
れ

ば
、
被
災
地
の
復
興
、
再
生
は
難
し
い
。
建
設
業
界
を

は
じ
め
と
す
る
産
業
界
全
体
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
展
望
し
、
未
来
志
向
に
た
っ

た
民
間
投
資
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
応
え
る
取
組
と
し
て
、
ま
ず
「
仙

台
空
港
の
民
間
運
営
へ
の
移
行
と
周
辺
開
発
」
が
あ
げ

ら
れ
る
。
国
内
外
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
仙
台
空
港

は
「
日
本
再
興
戦
略
」
で
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用

拡
大
に
関
連
し
て
、
そ
の
整
備
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、

具
体
化
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

重
要
な
の
は
、
仙
台
空
港
の
民
間
運
営
委
託
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
空
港
周
辺
地
域
へ
の
投
資
を
促
進
し
、

さ
ら
に
は
東
北
全
体
の
産
業
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
あ

る
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
促
進
等
に
よ
る
観
光
客
利
用
の
推

進
、
空
港
周
辺
に
お
け
る
ホ
テ
ル
・
土
産
品
店
の
整
備

等
は
も
と
よ
り
、
平
泉
や
北
上
山
地
等
、
東
北
全
体
の

資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
等
、
広
域
的
な
視
点
に
立

注
力
す
べ
き
取
組

域
雇
用
創
出
企
業
立
地
補
助
金
等
の
優
遇
措
置
が
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
い
っ
た
ん
水
に
浸
か
っ
た

地
域
へ
の
立
地
に
は
二
の
足
を
踏
む
企
業
も
多
い
。

　

私
が
事
務
局
と
し
て
策
定
を
支
援
し
た
「
宮
城
県
震

災
復
興
計
画
」（
平
成
二
十
三
年
八
月
）
で
は
、
復
興
を

達
成
す
る
平
成
三
十
二
年
ま
で
の
一
〇
年
間
を
さ
ら
に

「
復
旧
期
」（
三
年
間
）、「
再
生
期
」（
四
年
間
）、「
発
展

期
」（
三
年
間
）
に
わ
け
て
い
る
。
被
災
後
三
年
を
迎
え
、

新
規
投
資
へ
の
需
要
創
造
と
い
う
課
題
に
直
面
す
る
被

災
地
を
み
る
に
つ
け
、
イ
ン
フ
ラ
の
「
復
旧
」
か
ら
、
社

会
経
済
の
「
再
生
」
へ
と
ギ
ア
を
入
れ
替
え
、
創
造
的

震
災
復
興
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
す
る
。

っ
た
取
組
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

の
中
で
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
民
間
企
業
投
資
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
仙
台
空
港
と
近
接
す
る
仙
台
港
を
含

む
地
域
を
国
際
戦
略
特
区
と
す
る
等
の
大
胆
な
取
組
が

必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
組
が
あ
っ
て
、
宮
城
県
が

掲
げ
る
仙
台
空
港
の
長
期
的
な
目
標
（
乗
降
客
数
六
〇 

〇
万
人
、
貨
物
量
五
〇
、〇
〇
〇
㌧
）
も
実
現
可
能
と
な

る
。

　

第
二
に
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ

る
「
第
三
回
国
連
防
災
会
議
」
に
注
目
し
た
い
。
同
会

議
に
は
一
週
間
の
会
期
に
世
界
中
か
ら
多
数
の
参
加
者

が
集
ま
る
。
被
災
地
の
復
興
状
況
や
我
が
国
の
建
設
技

術
を
世
界
に
伝
え
、
我
が
国
の
防
災
関
連
産
業
を
振
興

す
る
機
会
と
な
る
。

　

都
市
開
発
の
面
で
も
、
民
間
の
発
想
を
生
か
す
こ
と

に
よ
り
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
整
備
に
と
ど
ま

ら
な
い
新
し
い
都
市
機
能
、
施
設
整
備
を
促
進
す
べ
き

で
あ
る
。
震
災
復
興
祈
念
公
園
や
仙
台
市
宮
城
野
原
で

計
画
が
進
む
広
域
防
災
拠
点
等
に
つ
い
て
も
整
備
を
推

進
し
、
関
連
投
資
を
促
進
す
る
よ
い
機
会
と
な
ろ
う
。

　

第
三
に
、
超
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
子
・
陽
電
子
の
衝

突
実
験
施
設「
次
世
代
大
型
加
速
器
Ｉ
Ｌ
Ｃ
」で
あ
る
。Ｉ

Ｌ
Ｃ
は
、
地
下
に
設
置
さ
れ
る
全
長
三
〇
〜
五
〇
㌔
㍍

に
及
ぶ
世
界
最
大
の
直
線
形
大
型
加
速
器
で
あ
り
、
頑

　
「
再
生
期
」
の
創
造
的
震
災
復
興
に
向
け
て
注
力
す

べ
き
課
題
は
、
民
間
投
資
に
支
え
ら
れ
た
自
律
的
な
社

会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
実
現
で
あ
る
。

　

平
成
七
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
遭
遇
し
た
神
戸

市
の
場
合
、
事
業
所
・
企
業
統
計
で
み
た
就
業
者
数
は
、

震
災
一
年
後
に
震
災
前
よ
り
増
加
し
た
も
の
の
、
六
年

後
に
は
震
災
前
の
水
準
を
下
回
っ
た
。
一
年
後
に
建
設

業
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
関
連
業
種
が

増
加
し
た
。
六
年
後
に
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
製
造
業
、

運
輸
・
通
信
業
等
が
減
少
し
た
。
公
共
事
業
に
代
わ
る

創
造
的
震
災
復
興
に
向
け
て
の
課
題

丈
な
地
盤
を
も
つ
北
上
山
地
が
最
終
候
補
地
と
な
っ
た
。

　

一
〇
年
間
で
約
一
兆
円
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
政
府
は
ま
だ
慎
重
だ
が
、
建
設
さ
れ
れ
ば
、
欧

州
合
同
原
子
核
研
究
所
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
の
よ
う
に
、
周

辺
に
研
究
機
関
・
大
学
・
企
業
等
が
多
数
集
積
す
る
は

ず
だ
。
世
界
の
優
秀
な
頭
脳
が
集
結
し
、
そ
こ
で
の
研

究
成
果
が
新
た
な
産
業
を
生
み
出
す
世
界
的
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

創
造
的
震
災
復
興
を
推
進
す
る
上
で
懸
念
さ
れ
る
の

は
、
復
旧
に
重
点
を
お
く
硬
直
的
な
補
助
金
や
復
興
特

区
等
の
運
用
、
単
純
な
公
共
事
業
に
追
わ
れ
て
き
た
行

政
の
民
間
投
資
や
官
民
連
携
へ
の
理
解
不
足
等
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
復
旧
に
向
け
た
公
共
事
業
の
終
了
に
伴

い
、
民
間
投
資
や
官
民
連
携
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識

も
次
第
に
深
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
公
共
施
設
等
運
営
権

の
民
間
開
放
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

方
式
の
積
極
的
導
入
な
ど
、
官
民
連
携
に
向
け
た
環
境

も
整
っ
て
き
た
。

　

復
旧
か
ら
再
生
に
向
け
て
行
政
の
意
識
改
革
を
促
す

た
め
に
も
、
関
連
企
業
・
団
体
が
環
境
変
化
を
捉
え
て

連
携
し
、
創
造
的
復
興
に
向
け
た
魅
力
的
な
提
案
を
行

う
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

創
造
的
震
災
復
興
の
推
進
に
向
け
て

　

震
災
か
ら
三
年
目
を
迎
え
、
被
災
地
も
だ
い
ぶ
変
化

し
た
。
被
災
直
後
に
泥
に
ま
み
れ
て
散
乱
し
て
い
た
が

れ
き
は
早
々
に
撤
去
さ
れ
、
処
理
も
終
わ
り
に
近
づ
い

て
い
る
（
今
年
十
月
時
点
で
約
八
五
％
の
処
理
）。
道
路
、
空

港
、
港
湾
等
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ
は
復
旧
し
、
集
団
移
転

事
業
も
開
始
さ
れ
た
。
内
陸
部
の
産
業
団
地
で
は
企
業

立
地
も
盛
ん
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
が
れ
き
こ
そ
片
付
い
た
が
、
権
利
調
整
や

需
要
の
問
題
等
か
ら
、
今
後
の
利
用
見
通
し
が
た
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
津
波
・
原
子
力
災
害
被
災
地

復
旧
か
ら
再
生
へ
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